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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

興部町まち・ひと・しごと創生推進計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

北海道紋別郡興部町 

 

３ 地域再生計画の区域 

北海道紋別郡興部町の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

  本町の人口は、若年層の都市流出、農業者の高齢化・担い手不足等による離農者

の増加などにより、1960 年（昭和 35 年）の 9,363 人をピークに人口減少が続いて

おり、国勢調査によれば 2015年（平成 27年）には 3,909人、住民基本台帳によれ

ば 2021年４月末には 3,736人となっている。国立社会保障・人口問題研究所の推計

によると、2060年（令和 42年）における本町の人口は、1,900人まで減少すると見

込まれている。 

  年齢３区分別の人口推移をみると、2012 年から 2021 年にかけ、年少人口は 530

人から 450人、生産年齢は 2,518人から 2,049人と減少が続く一方で、老年人口は

1,228人から 1,237人と増加を続けており、少子高齢化が進んでいる。 

  自然動態をみると、2005 年（平成 17 年）頃までは、出生数と死亡数が均衝して

いる状態であったが、2006 年（平成 18 年）以降は、一貫して死亡者数が出生者数

を上回る「自然減」の状態が続いており、2020 年において 10 人の自然減となって

いる。また、合計特殊出生率は低下傾向が続いていたが、近年では上昇傾向がみら

れ、北海道と本町を比較すると、本町の合計特殊出生率は高い水準にあり、2020年

には 1.53となっている。 

  社会動態をみると、転入・転出ともに年による変動はあるものの、転出者数が転

入者数を上回る「社会減」の状態が続いており、2020 年において 18 人の社会減と

なっている。 
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今後も少子化の進展や雇用不足による労働人口の流出など人口減少傾向は避けて

通れない状況にあり、このまま人口減少、少子高齢化が進行すれば、労働力や消費

活動の縮小などにより経済活動が停滞し、税収の減少と社会保障費の増大などによ

り財政状況が厳しくなることが懸念される。 

これらの課題に対応するため、本計画期間中、６つの基本目標の下に、バイオマ

ス産業都市構想及び地域循環共生圏構想に基づく新たな産業構造の形成や観光拠点

である道の駅の再整備により雇用の場を創出する。また、新しいひとの流れをつく

る事業や若い世代の希望をかなえる事業、地域コミュニティの創出事業等により人

口減に歯止めをかける。 

・基本目標１ 安定した雇用を創出する 

・基本目標２ 新しいひとの流れをつくる 

・基本目標３ 若い世代の希望をかなえる 

・基本目標４ 地域コミュニティの創出 

・基本目標５ 高齢者の生きがい推進 

・基本目標６ 安心したくらしを守る 

 

【数値目標】 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 
現状値 

（計画開始時点） 

目標値 

（2024年度） 

達成に寄与する

地方版総合戦略

の基本目標 

ア 
新たな産業創造等による新

規就労者数の増加 
10人 15人 基本目標１ 

イ 観光入込客数の増加 ５万５千人 ６万人 基本目標２ 

ウ 合計特殊出生率 1.50 1.80 基本目標３ 

エ 空き店舗の活用事業数 ２事業 ５事業 基本目標４ 

エ 
社会教育関係団体所属者数（

文化連盟、スポーツ協会） 
644人 644人 基本目標４ 

オ 自然増減数の増加 

19人 

※死亡数と

出生数の差 

15人 

※死亡数と

出生数の差 

基本目標５ 
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カ 転入者と転出者の均衡 

４人 

※転出者と

転入者の差 

０人 

※転出者と

転入者の差 

基本目標６ 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

５－２のとおり。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

○ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対する

特例（内閣府）：【Ａ２００７】 

① 事業の名称 

興部町まち・ひと・しごと創生推進事業 

ア 安定した雇用を創出する事業 

イ 新しいひとの流れをつくる事業 

ウ 若い世代の希望をかなえる事業 

エ 地域コミュニティの創出事業 

オ 高齢者の生きがい推進事業 

カ 安心したくらしを守る事業 

 

② 事業の内容 

ア 安定した雇用を創出する事業 

基幹産業を支える担い手を確保するため、新規就業の支援や経営継承

の支援を進め、農・水産物を加工・販売する事業者への取組を展開する

とともに、本町の地域特性を活かした再生可能エネルギーの導入・利活

用をさらに進め、エネルギーの地産地消による地域経済の活性化や雇用

の創出を目指す事業。 

       【具体的な事業】 

       ・新たなバイオガスプラントの整備推進 

       ・地域循環共生圏構想に基づく地域連携 

       ・バイオマス資源を活用した新規産業の創出 
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       ・新規創業者への支援 

       ・観光拠点の再整備 等 

 

イ 新しいひとの流れをつくる事業 

「道の駅 おこっぺ」を観光拠点として再整備することにより年間を

通して観光客の受け入れ態勢を整えるとともに、多様な観光メニューを

提供するため、既存の観光施設の充実を図り、周辺市町村と広域的に連

携する事業。 

【具体的な事業】 

・道の駅施設改修 

・観光拠点施設の再編整備 

・各種イベントの充実 

・広域観光連携事業 

・交流事業（グリーン・ツーリズム） 等 

 

ウ 若い世代の希望をかなえる事業 

結婚、出産、育児を行うことのできる魅力ある雇用環境の創出や医療、

保育、教育など切れ目のない支援体制の充実・強化、子育てに対する意

識の向上など社会的理解の促進を図り、子育て世代の抱える負担の軽減

に総合的に取り組む事業。 

【具体的な事業】 

・医療費助成制度の拡充 

・保育料の軽減 

・幼保連携型認定こども園の開設 

・子育て支援センターの開設 

・道立興部高等学校存続のための支援 等 

 

エ 地域コミュニティの創出事業 

空き店舗等を活用した多様なイベントの開催や創業希望者への支援し

ていくことにより、中心市街地の活性化に努めるとともに、地域コミュ
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ニティの拡大・強化を実現するため、文化・スポーツ活動等を通じた活

動の育成を図り、様々な世代の方が参加しやすい仕組みの構築に努める

事業。 

【具体的な事業】 

・空き店舗の有効活用 

・社会教育団体の所属者数増加を図るための周知 等 

 

    オ 高齢者の生きがい推進事業 

       高齢者が地域で住み続けられるよう、各種支援を充実するとともに、 

高齢者サロン等の活動のつながりを作り、一体的な介護予防事業が実施

できるように集まり・憩いの場に対する支援を行う事業。 

       【具体的な事業】 

       ・地域づくりサポートの会運営補助事業 

       ・介護予防普及啓発事業 

       ・長寿大学（社会教育活動）の開催 等 

 

    カ 安心したくらしを守る事業 

       農業・漁業研修生や教育実習生を受け入れられる住宅の整備や民間賃

貸住宅建設支援の継続、空き家バンク制度を活用して所有者と希望者の

マッチングを図るとともに、安心して暮らすための防災情報について、

興部町お知らせメール（LINE、電話、FAX、SMS）により迅速かつ確実な

情報伝達に努める事業。 

【具体的な事業】 

・個人住宅の住宅建設・購入支援 

・民間賃貸住宅建設支援 

・防災情報伝達整備事業 

・空き家バンク制度の有効活用 等 

 

      ※なお、詳細は第２期興部町総合戦略のとおり。 
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③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)） 

４の【数値目標】に同じ。 

④ 寄附の金額の目安 

50,000千円（2021年度～2024年度累計） 

⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

毎年度 10月に、外部有識者による効果検証を行い、翌年度以降の取組方針

を決定する。検証後速やかに興部町ホームページ上で公表する。 

⑥ 事業実施期間 

地域再生計画の認定の日から 2025年３月 31日まで 

 

６ 計画期間 

地域再生計画の認定の日から 2025年３月 31日まで 

 


